
大きく変化する国内外の環境の中、当行は経営基盤とする埼玉県を中心とした首都圏の潜在力を捉え、「成長」と「創造」の
両ドメイン（事業領域）において持続可能なビジネスモデルを確立していくことで、お客さまと地域とともに今後も成長を遂
げていくことを目指しています。

武蔵野銀行の価値創造プロセス

中期経営計画
「MVP 70」

埼玉の発展を主導し、 お客さまの期待に応えることで自らも成長する

 ウィズコロナ長期化への対策
 地方創生の取組みスピードアップ
 DXによるビジネスモデルの変革
 規制緩和による異業種参入への機会
 脱炭素への地域金融機関としての対応

地域金融機関を
取り巻く

外部環境認識

 都市の再開発・産業立地の進展
 全国一のスピードでの高齢化進展

埼 玉 県

埼玉に新たな価値を創造する『地域No.1銀行』長期ビジョン

提 供 す る 価 値
O U T C O M E

成長ドメイン
金融仲介機能に加え、
高度なソリューション
機能を事業の柱とする

首都圏という�
成長エリアを�
経営基盤とする

創造ドメイン
地方創生・地域活性化
への積極的取組み

市場の潜在力を�
捉えた戦略を展開

事 業 構 造

独 自 の 強 み

ビ ジ ネ ス モ デ ル O U T P U T

武蔵野銀行SDGs宣言　目指すべき姿（重点領域）

持続的成長の源泉としての企業統治 気候変動への対応と生物多様性の維持向上

持続可能な地域経済 いつでも自分らしく暮らせる地域社会

財務資本
 伸長するソリューション収益
 �地方銀行トップレベルの預貸率
 健全な貸出資産と自己資本

P8～9参 照

人的資本
 従業員の地域への愛着と使命感
 高い専門性を有する人材
 女性をはじめとした多様な人材の　
　活躍推進

P10～11、P44～47参 照

社会資本
 埼玉県を中心とした首都圏という　
　経営基盤
 地域に密着した店舗ネットワーク
 創業より培われ、拡大を続ける�
　お客さま基盤

P10、12、13、36、41参 照

知的資本
 地域に根差したネットワークを�
　通じた情報の質と量
 事業性評価を通じた多様で�
　高度なソリューション提供機能
 新事業・サービス創出に資する�
　デジタルの活用

P32～36、41、62参 照

課題解決を通じて、お
客さまの圧倒的な満足
と本業収益（資金収益・
役務収益）をいただき、
地域の発展のために再
投資していくビジネス
モデルを徹底的に追求
していく

目指す
ビジネスモデルの

完成

 地域No.1のソリューション
 人とデジタルの融合

成長戦略

創造戦略

人材戦略

デジタルトランス
フォーメーション（DX）

アライアンス戦略

有価証券戦略

グループ戦略

経営管理態勢

コンプライアンス

サステナビリティ
（ESG/SDGs）

株主・投資家
株主価値の向上

地域社会
地域全体の�

イノベーションに貢献
一層の産業振興

お客さま
お取引先の企業価値向上
安定的な資産形成・承継

従業員
多様で働きがいのある働き方
ダイバーシティの推進
地元の雇用創出

地球環境
投融資を通じた�
脱炭素推進

環境および生物多様性に�
配慮した店舗拠点

活 用 す る 資 本
I N P U T
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